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10. 下関市地域公共交通網形成計画に関連して実施される施策について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）にて位置付けられた施策のうち、本計画の中

で実施していくものは、以下の通りとなります。 

 

11. 事業の効果 

事業の実施による効果を下記のとおりとし、下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）

に基づき、2028 年までの目標値を定めます。 
 

◆人口に対するバス利用率の増加 ・ ・ ・ ・ ・  

人口減少が進行すると同時に、路線バス利用者数も減少していくことが予想されるが、バスの利便性が向上す

ることにより、バス利用が促進されることから、バスの利用率は増加。 

    13.6％ → 目標値 15.1％ 
 

◆バスの定期券販売枚数の現状維持 ・ ・ ・ ・ ・ 

人口減少が進行すると同時に、バス利用者数も減少していくことが予想されるが、自動車からバスへの転換が

図られることで、バス利用者の増加が期待できることから、バスの定期券販売枚数は現状を維持。 

48,000 枚/年 → 目標値 48,000 枚/年 
 

◆市民アンケートによる満足度の増加 ・ ・ ・ ・ ・  3.212 ポイント → 目標値 3.569 ポイント 

各施策の実施により、市民の公共交通に対する満足度は向上することから、市民実感調査による満足度は向

上。 

3.212 ポイント → 目標値 3.569 ポイント 

 

12. 今後について 

本計画に基づき、関係者と連携の上、各事業内容の詳細を検討し実施を図ります。 

また、社会情勢の変化や各地域の状況等に注視し、ＰＤＣＡ（計画→実施→検証→改善）により、

交通ニーズへ対応するための検討を継続し、下関市の目指す将来の交通体系実現に向けて努めます。 
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